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山下 真友子UV硬化樹脂 サンラッドシリーズ、
ネオジェットシリーズ

樹脂の硬化方式の特徴表1
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80℃以下

無

無

熱硬化

比較的高価

長大

10秒以上

要

100℃以上

有

有

建設費

設置スペース

硬化時間

触媒

雰囲気温度

基材の劣化

調湿の必要性

UV硬化樹脂とは紫外線（UV）
を照射することで硬化する樹脂
で、機械特性、電気特性、耐薬
品性、耐熱性などに優れてお
り、塗料、インク、電子材料、
コーティング、半導体などの幅
広い分野、産業で使用されてい
る。また近年、環境や健康への
配慮からVOC成分となる有機
溶剤を使用しないUV硬化樹脂
システムが注目されている。本
稿では当社のUV硬化樹脂『サ
ンラッド』、『ネオジェット』シ
リーズについて紹介する。

UV硬化樹脂とは

UV硬化樹脂は通常の熱硬化
樹脂と比較して、表1のように
さまざまな観点で優れており1）、
さらに光源をLEDにすること
でより省エネルギーに硬化物を
作ることのできる硬化システム
である。
UV硬化樹脂は、大きく分け

てラジカル重合系とカチオン重
合系がある。なかでも、ラジカ
ル重合系は硬化速度が速く、素
材のバリエーションが多様なこ
とから主流となっている。ラジ
カル重合系は、ラジカル重合性

の（メタ）アクリレート基を含
有するモノマーやオリゴマーと
光ラジカル重合開始剤、酸化防
止剤などの添加剤を含有した組
成物である。UV照射により光
ラジカル重合開始剤からラジカ
ルが発生して重合が始まり、瞬
時に硬化する。
UV硬化樹脂はさまざまな分
野、用途で使用されているの
で、その使用方法に応じた組成
設計が必要となる。プロセスに
関わるところでは、塗布方法に
合わせた粘度や表面張力などの
調整や、光源に合わせた光重合
開始剤の選定、物性面では機械
物性、界面特性（基材密着性、
離型性）、光学特性（屈折率、
透過率）、環境特性（耐熱性、
耐光性）などといった要求性能
に合わせた、剤の選定や配合比
率の最適化などである。当社で

は従来から特殊なモノマーやポ
リマーの設計を通じてUV硬化
樹脂を開発してきており、得意
とする界面制御技術と組み合わ
せることで、ユーザーニーズに
応じたUV硬化樹脂を提供して
いる。

金型からの離型性の高い
UV硬化樹脂

物質の表面は微細加工を行う
ことで、新たな特性や機能を付
与することができる。その加工
方法の一つに表面に微細な凹凸
を有する金型を樹脂に押し当て
た後、硬化させてパターンを作
成する「インプリント（転写）
方式」がある（図1）。インプ
リント方式は、単純なプロセス
で、加工精度の良好な微細加工
が大面積に施せることから、半
導体、記録媒体、バイオ、光学
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「サンラッド」を用いたインプリントフィルムの成型例図2

凹凸金型を用いたUV硬化樹脂の成型プロセス例（基材：PETフィルム使用）図1

金型離型性の高いUV硬化樹脂「サンラッドシリーズ」表2
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特徴

品名

製品性状

硬化後物性

法規制対応国

固形分（％）

粘度（mPa・s）

金型離型性（mN）

屈折率

全光線透過率（％）

ヘイズ（％）

引張弾性率（MPa）

伸び（％）

Tg（℃）

PET密着性
（易接着処理）

・硬化物作成条件：Dバルブ、1000mJ（320mW/cm2）、PETフィルム（A4300 100µm）に塗布し、
 金型に押し当ててUV硬化
・金型離型性：金型からの剥離力をオートグラフで測定
・屈折率：屈折率計にて測定。589nm
・全光線透過率、ヘイズ：膜厚100µm、ヘイズメーターで測定
・引張弾性率、伸び：膜厚200µm、JIS K6251に準拠して、オートグラフで測定（ダンベル3号型）
・Tg：幅5mm、厚さ1mmの短冊を作成し、Rheogelで測定
・PET密着性：膜厚100µm、碁盤目試験

金型からの
離型性

PETとの
密着性

基材

金型

離型

巻き取り

UV硬化樹脂

UV照射ノズル
タンク

PETフィルム

冷却 グラビアロール
（金型）

金型に選択的に配向し
表面張力を低下させる効果

『サンラッド』
　　特殊離型剤を配合したUV硬化樹脂

当社製品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。
また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。
使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

部材などさまざまな分野で注目
されている。インプリント方式
にはUV硬化方式と熱インプリ
ント方式がある。UV硬化方式
は熱インプリント方式と比較し
て高熱をかける必要がないた
め、熱に弱い部材にも適用可能
である。また微細なパターンに
も対応でき、短時間で製造でき
るため省エネ性に優れるという
メリットもある。本方式では
UV硬化樹脂をPETフィルムな
どの基材フィルムに塗布し、金
型を押し当ててUV照射、硬化
させ、その後離型することで微
細なパターンを持つフィルムを
得ることができる。微細なパ
ターンを形成するためのUV硬
化樹脂の性能としては液状状態
での金型への入り込み性、成型
物の金型からの離型性、基材
フィルムとの密着性、寸法安定
性などが必要となる。
当社の『サンラッド』シリー

ズは独自に設計した特殊離型剤
を配合し、高い離型性を発揮で
きるよう設計し、特殊形状や微
細なパターンでも高精度な転写
を可能としている。また、微細
な成型ができるだけでなく、金
型に樹脂が残りにくく、金型の
摩耗低減にも役立っている（図
2）。
用途やニーズに合わせて選択

できるよう多彩なラインナップ
を展開し、ユーザーの用途、使
用方法に応じたカスタマイズも
行っている（表2）。
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UV硬化樹脂の密着性図3

ネオジェット PAD硬化物のPP密着性図4
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特徴

品名

製品性状

基材密着性

硬化後物性

法規制対応国

固形分濃度（％）

粘度（mPa・s）

易接着PET

PP

PC

TAC

ガラス

銅

全光線透過率（％）

ヘイズ（％）

屈折率

引張弾性率（Mpa）

伸び（％）

Tg（℃）

基材密着性の高いUV硬化樹脂「ネオジェットシリーズ」表3

・硬化物作成条件：LED385nm、2000mJ、1000mW/cm2
・屈折率：屈折率計にて測定。589nm
・全光線透過率、ヘイズ：膜厚10µm、ヘイズメーターで測定
・引張弾性率、伸び：膜厚200µm、JIS K6251に準拠して、オートグラフで測定（ダンベル3号型）
・Tg：幅5mm、厚さ1mmの短冊を作成し、Rheogelで測定
・密着性：膜厚10µm、碁盤目試験

評価方法：PPフィルム上に黒く着色した樹脂で硬化物を作成し、剥がれ試験を実施
（注）評価をわかりやすくするためにUV硬化樹脂を着色しているが、実際のネオジェット PADは透明である。

基材

UV硬化樹脂

基材

基材 基材

剥がれ発生

UV硬化に伴う
硬化収縮が起こり、
応力発生

剥がれのない
硬化物を形成可能

①硬化収縮低減
②基材との相互作用強化

UV照射

基材

UV照射

当社製品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。
また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。
使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

ネオジェット PAD 当社従来品

基材密着性の高い
UV硬化樹脂

UV硬化樹脂を基材のガラス
や種々フィルムに塗布し、UV
照射して硬化膜を形成する際、
硬化収縮が起こり、膜内部に応
力が発生すると基材から硬化膜
が剥がれてしまう原因となる
（図3）。特にポリオレフィン
（PP、PE）などの非極性基材
はUV硬化樹脂との親和性が低
く、密着性が悪い。
この課題に対し、当社は基材

密着性の高いUV樹脂『ネオ
ジェット』シリーズを開発し
た。本シリーズは、独自に設計
した基材への親和性の高い化合
物を配合し、硬化収縮を低減さ
せ、非極性のポリオレフィン基
材やガラス、金属への密着性を
実現している。（図4）
表3に『ネオジェット』シ

リーズの一例を示す。『ネオ
ジェット PAD』はポリオレ
フィンなどの非極性基材への密
着性が高いグレードであり、ポ
リオレフィンとSP値を近づけ
ることで高い密着性を発現して
いる。またLED光源にも対応
しており、LED光源で硬化さ
せることで省エネにつながるだ
けでなく、通常の高圧水銀ラン
プやメタルハライドランプでは
UV照射時の熱でダメージを受
けるPPやPEフィルムへのダ
メージも低減できる。本製品は
各種フィルムのプライマーや
コーティング材に適している。
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ネオジェット FLの硬化物図6
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靭性の高いUV硬化樹脂図5
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品名

製品性状

硬化後物性

法規制対応国

固形分濃度（％）

粘度（mPa･s）

引張弾性率（Mpa）

伸び（％）

Tg（℃）

全光線透過率（％）

ヘイズ（％）

屈折率

靭性の高いUV硬化樹脂「サンラッド TS」「ネオジェット FL」表4

・硬化物作成条件：サンラッド Dバルブ、1000mJ （320mW/cm2）
　　　　　　　　ネオジェット FL：LED385nm、2000mJ、1000mW/cm2
・引張弾性率、伸び：膜厚200µm、JIS K6251に準拠して、オートグラフで測定（ダンベル3号型）
・Tg：幅5mm、厚さ1mmの短冊を作成し、Rheogelで測定
・屈折率：屈折率計にて測定。589nm
・全光線透過率、ヘイズ：膜厚10µm、ヘイズメーターで測定

ネオジェット FLを使ったシート状の硬化物で作
成した折鶴
⇒硬化物の靭性が高いため、割れ等発生し
ない。

FL

伸び

弾
性
率

サンラッド
 TS-01

サンラッド
 TS-02

ネオジェット
FL

靭性の高いUV硬化樹脂
高
硬
度（
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
）

UV粘着剤

当社製品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。
また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。
使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

類似の設計思想で、ガラスや
金属への密着性が高い製品が
『ネオジェット GMAD』であ
る。本製品もLED光源に対応
している。これらは金属配線の
保護膜、絶縁膜に適している。

靭性の高いUV硬化樹脂

近年、種々電子材料のフレキ
シブル化、スマートフォンの
フォルダブル化、自動車の内装
用の加飾フィルムなど、硬さ
（硬度、弾性率）と伸びを両立
するUV硬化樹脂が求められて
いるが、従来のUV硬化樹脂で
はそれを満たすことが難しかっ
た（図5）。例えば、ハードコー
ト材は多官能のアクリレートを
多く使用しており、その硬化物
の硬度、弾性率は高いが、多官
能アクリレート由来の架橋構造
が形成されるため、伸びはほと
んどない。また、接着剤などに
使われるUV粘着剤はその硬化
物のガラス転移点を低く設計す
ることで基材などとの密着性を
発現しており、伸びや柔軟性に
優れている一方、ガラス転移点
を低く設計するために架橋構造
があまりなく、弾性率は低い。
当社の靭性の高いUV硬化樹脂
『サンラッド TS』『ネオジェッ
ト FL』シリーズは硬度と伸び
を両立したグレードであり、硬
化後の樹脂が硬くて割れにくい
ため、成型加工性に優れている
（表4、図6）。これらは光学フィ
ルム、各種電子部品の保護材な
どに適している。

終わりに

ディスプレイ、電子機器のフ
レキシブル化、フォルダブル
化、高性能化に伴い、UV硬化
樹脂に対する要求性能も高く
なってきている。このような
ニーズに対応するべく、これか
らも開発に注力し、新たなグ
レードを生み出していきたい。
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